
竹
山　

俊
郎
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

●
土
地
改
良
区
の
存
続
に
つ
い
て

●
指
定
管
理
料
０
円
に
対
す
る
問
題
点
に
つ
い

　

て
（
城
泊
及
び
平
戸
城
管
理
）

　
　

改
正
災
害
対
策
基
本
法
の
目
的
と
効

果
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

市
長　

改
正
の
背
景
と
し
て
は
、
市
民
に

避
難
勧
告
と
避
難
指
示
の
違
い
が
理
解
さ

れ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
指
示
待
ち
の
人
が

多
い
こ
と
か
ら
、
避
難
指
示
に
一
本
化
さ
れ

た
事
に
よ
り
避
難
行
動
を
起
こ
す
タ
イ
ミ
ン

グ
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　

こ
の
改
正
で
は
、
も
う
一
つ
個
別
避
難

計
画
の
作
成
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長　

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制

度
は
、
災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
で
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障

害
が
あ
る
人
な
ど
が
、
地
域
社
会
の
共
助

に
よ
り
避
難
誘
導
等
の
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
あ
る
。
平
戸
市
に
お
い
て
も
、

各
地
区
の
嘱
託
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
頂

き
登
録
を
行
っ
て
お
り
、
５
月
１
日
現
在
で

２
９
９
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

昨
年
の
台
風
９
号
10
号
に
よ
り
、
避

難
所
の
対
応
が
大
変
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
応
を
含
め
対
策
は
万
全
と
言
え
る

か
。

総
務
部
長　

避
難
所
の
運
営
に
関
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
見
直
し
、

職
員
の
行
動
指
導
も
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
予
測
の
30
倍
以
上
の
避
難
者
が
あ

り
厳
し
い
対
応
を
せ
ま
ら
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
点
を
９
項
目
に
整
理
し
、
対
応
方

針
を
部
長
会
に
お
い
て
共
有
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　

現
在
整
備
が
進
ん
で
い
る
県
道
平
戸

田
平
線
で
の
永
田
地
区
に
出
来
る
交
差
点

に
は
信
号
機
は
設
置
さ
れ
ず
、
県
道
側
の
一

時
停
止
規
制
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
道
路
を

生
活
道
路
と
す
る
地
域
住
民
は
千
世
帯
以

上
、
隣
接
す
る
小
学
校
の
児
童
１
８
２
名

が
毎
朝
夕
通
学
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

人
災
と
言
わ
れ
る
前
に
対
応
を
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
如
何
か
。

建
設
部
長　

地
元
と
連
携
し
な
が
ら
必
要

な
安
全
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
関
係
機
関

に
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長　

ま
だ
完
成
、
開
通
し
て
い
な
い
の
で

現
在
の
県
の
公
安
委
員
会
の
決
定
を
尊
重

し
つ
つ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
も
考
え
な
が
ら
、
重

要
案
件
に
位
置
づ
け
て
県
へ
の
要
望
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　
　

離
島
の
救
急
患
者
の
搬
送
体
制
の
課

題
が
浮
彫
り
に
（
海
上
の
大
嵐
の
際
、
患

者
の
搬
送
に
５
時
間
が
経
過
し
て
い
る
）。

そ
の
問
題
点
は
何
処
に
あ
っ
た
の
か
。

消
防
長　

当
時
海
上
が
時
化
て
お
り
、
チ
ャ

ー
タ
ー
船
等
に
連
絡
を
行
っ
た
が
、
搬
送
手

段
が
見
つ
か
ら
ず
、
県
の
危
機
管
理
課
か
ら
、

海
上
保
安
庁
・
自
衛
隊
へ
の
対
応
を
働
き
か

け
た
が
、
海
上
保
安
庁
等
内
で
の
連
絡
調

整
で
時
間
を
要
し
た
。

　
　
一
番
の
課
題
は
、
上
部
団
体
・
危
機
管

理
課
等
の
連
携
が
生
死
を
分
け
る
。
課
題

克
服
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

消
防
長　

海
上
保
安
庁
に
頼
る
部
分
が
多

く
、
平
戸
の
海
上
保
安
庁
と
密
に
連
携
し
、

県
の
危
機
管
理
課
へ
も
、
今
回
の
事
案
を
含

め
、
迅
速
な
対
応
を
申
し
入
れ
し
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情
報
の
開

示
を
図
り
、
市
民
の
選
択
肢
を
保
障
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
の
、
国
か

ら
の
通
知
の
内
容
等
は
。

市
民
生
活
部
長　

厚
生
労
働
省
か
ら
都
道

府
県
の
医
療
従
事
者
に
対
し
、「
医
療
体
制

の
確
保
の
観
点
か
ら
接
種
が
望
ま
れ
る
も
の

の
、
最
終
的
に
は
接
種
は
個
人
の
判
断
で

あ
り
、
業
務
従
事
へ
の
条
件
と
は
な
ら
な

い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

感
染
予
防
が
一
番
重
要
な
こ
と
か
ら
、

個
人
の
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
の
啓
蒙
活

動
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

市
広
報
誌
や
食
生
活
改

善
の
地
区
伝
達
活
動
を
通
し
、
免
疫
力
を

高
め
る
食
材
や
、
腸
内
環
境
を
整
え
る
食

材
の
摂
取
方
法
な
ど
を
市
民
に
周
知
し
て

き
て
お
り
、
今
後
も
、
機
会
を
み
て
周
知

に
努
め
た
い
。

　
　

職
員
間
の
格
差
是
正
は
、
地
域
の
雇

用
を
創
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
を
活

性
化
す
る
観
点
も
あ
る
中
で
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
現
状
は
。（
長
期
在
職
者
へ
の

対
応
と
し
て
正
規
職
員
化
、
経
験
年
数
を

反
映
し
た
給
与
制
度
の
見
直
し
が
必
要
）

総
務
部
長　

会
計
年
度
任
用
職
員
数
は
、

３
３
２
名
で
、
病
院
局
で
の
在
職
年
数
は
平

均
10
年
２
か
月
、
最
長
在
職
年
数
24
年
３

か
月
。
病
院
局
以
外
で
は
、
平
均
在
職
年

数
４
年
６
か
月
、
最
長
在
職
年
数
は
22
年

10
か
月
と
な
っ
て
い
る
。
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
職
の
整
理
及

び
事
務
の
効
率
化
等
と
併
せ
て
検
討
し
、

不
十
分
な
所
は
、
今
後
も
改
善
等
に
努
め

て
い
く
。　
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小
山
田　

輔
雄
（
伸
天
会
）

●
離
島
の
救
急
患
者
の
搬
送
体
制
の
機
能
強
化
は

●
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
課
題
は

●
職
員
間
の
格
差
是
正
と
地
域
経
済
へ
の
効
果
は

池
田　

稔
巳 

（
政
和
会
）

●
改
正
災
害
対
策
基
本
法
の
目
的
は
何
か

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
災
害
時
避
難
所
対
策
は

　

万
全
か

●
県
道
平
戸
田
平
線
永
田
地
区
交
差
点
に
は

　

信
号
機
が
必
要
だ

QQQQ QQ
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●
人
口
減
少
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

●
水
道
行
政
に
つ
い
て

　
　

本
年
度
末
に
部
長
職
の
多
く
が
退
職

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
世
代
交
代
が
行
わ
れ

る
が
、
次
年
度
以
降
の
本
市
行
政
を
運
営

す
る
上
で
、
人
材
の
育
成
は
十
分
思
う
よ

う
に
で
き
て
い
る
の
か
。

副
市
長　

市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

本
当
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
職
員
は
、

組
織
が
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
重
要
な
資

産
、
あ
る
い
は
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
職

員
が
成
長
す
る
こ
と
は
本
市
の
財
産
価
値

が
上
昇
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
利

益
は
、
お
の
ず
と
市
民
に
も
還
元
さ
れ
て
い

く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
考

え
の
下
で
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
の
基
本
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
現
場
の
実
務
を
通
し

て
教
育
す
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

一
方
で
は
、
県
の
市
町
村
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

や
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
階
層
別
研
修
や
業
務

別
の
専
門
研
修
等
を
受
け
さ
せ
な
が
ら
、

職
員
の
能
力
開
発
に
努
め
た
い
。

　
　

土
地
改
良
事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、

土
地
改
良
区
の
存
在
が
採
択
条
件
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
理
解
し
て
い

た
が
、
事
業
過
程
で
事
業
費
負
担
が
発
生
し
、

借
入
れ
を
し
な
が
ら
負
担
金
の
支
払
い
が

行
な
わ
れ
て
き
た
。
負
担
金
の
支
払
終
了

後
も
、
土
地
改
良
区
の
存
続
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

解
散
を
行
う
場
合
は
、

土
地
改
良
法
に
基
づ
く
手
続
き
が
必
要
で

あ
る
。
５
点
程
条
件
が
あ
り
、
そ
の
条
件

を
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
総
会
の
承
認
を
得

る
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

観
光
協
会
が
城
泊
及
び
平
戸
城
管
理

に
応
募
し
な
か
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

平
戸
城
の
指
定
管

理
に
つ
い
て
は
公
募
を
行
い
、
公
募
説
明
会

の
折
に
は
、
平
戸
観
光
協
会
も
含
め
、
複

数
の
事
業
者
の
参
加
が
あ
っ
た
が
、
最
終
的

に
平
戸
観
光
協
会
は
応
募
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
指
定
管
理
料

が
０
円
に
よ
り
オ
ー
プ
ン
後
の
運
転
資
金
面

や
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
経
営

が
不
透
明
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
、
応
募

し
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い
る
。
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人
口
減
少
に
お
け
る
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
、
各
事
業
者
の
雇
用
と
、
移
住
・
定

住
者
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
も
、

平
戸
の
魅
力
を
い
さ
さ
か
も
色
あ
せ
る
こ
と

な
く
、
多
く
の
関
係
人
口
と
の
絆
を
築
い

て
い
る
こ
と
に
期
待
を
し
て
い
る
。
経
済
が

低
迷
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
農
林
水
産
物
に

対
す
る
高
い
評
価
や
、
観
光
資
源
を
活
用

し
た
来
訪
者
の
増
大
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
多

く
の
期
待
に
、
平
戸
市
民
の
底
力
を
復
活

さ
せ
、
本
年
を
脱
コ
ロ
ナ
元
年
に
位
置
づ
け
、

数
々
の
魅
力
を
再
度
磨
き
上
げ
て
い
く
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

令
和
３
年
４
月
の

雇
用
状
況
は
、
有
効
求
人
倍
率
が
０
・
18

倍
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
平
戸
市
管
内

は
、
１
倍
を
超
え
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、

事
業
継
続
に
当
た
り
、
人
材
の
確
保
も
重

要
で
あ
り
、
地
場
企
業
へ
の
就
職
促
進
関
連

施
策
は
重
要
施
策
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

総
務
部
長　

Ｕ・
Ｉ
タ
ー
ン
者
数
は
、
平
成

30
年
度
１
２
８
人
、
令
和
元
年
度
が
１
１
８

人
で
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
86
人
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
32
人
の

減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
若
い
方
へ

の
住
宅
支
援
に
お
い
て
も
、
各
担
当
課
に
、

若
者
向
け
の
住
宅
整
備
が
で
き
な
い
か
指

示
を
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
支
援

に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
く
。

　
　

水
道
行
政
に
つ
い
て
、
平
戸
市
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
10
年
計
画
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
20

年
、
30
年
先
の
状
況
も
考
え
る
べ
き
。
整
備

計
画
と
将
来
的
な
見
通
し
は
。

水
道
局
長　

老
朽
管
路
に
つ
い
て
は
、
法
定

耐
用
年
数
40
年
を
経
過
し
た
経
年
化
管
路

率
が
34
％
で
あ
る
。
昭
和
50
年
代
に
管
路

布
設
し
て
い
る
た
め
、
近
年
上
昇
し
て
い
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
事
業
経
営
、

組
織
体
制
、
技
術
職
員
の
確
保
等
に
関
す

る
課
題
も
あ
る
。
今
後
、
給
水
人
口
の
減

少
に
伴
う
給
水
収
益
の
減
少
で
経
営
状
況

が
厳
し
く
な
る
が
、
投
資
計
画
、
財
政
計

画
を
立
て
、
引
き
続
き
効
率
的
な
事
業
経

営
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

副
市
長　

事
業
経
営
の
効
率
化
、
財
政
基

盤
の
強
化
は
急
務
で
あ
る
。
技
術
職
員
の

先
行
採
用
も
考
え
な
が
ら
、
経
営
環
境
の

維
持
、
一
般
会
計
と
の
協
調
体
制
を
保
ち
な

が
ら
経
営
努
力
し
て
い
く
。
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QQ


